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野中帝弘 鴻鵠: 上底トカナ 盤せ: 常田 謁志
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製作: 映 血 ｢飯館村の 母ちゃ ん｣ 制作史娩の 倉
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原発事故か ら 5 年 一 古居みずえ監督が描く
へ こたれない母ちやんたちの愛しき友情スト ー リ ー



菅野栄子(か ん の ･ えい こ) さ ん は7 9 歳 ｡ 孫 に 囲ま れ た 幸せ な 老後を

送る はずが､ 福 島索 ← 原発の 事故で 一 転する ｡ 栄子さ ん が客 らす福

島県飯館村 は全村避難 となり､ ひ とりで仮設住宅 で暮らす こ と に な

っ た｡ 支 え は親戚であり友人 の7 8 歳の 菅野芳子(か ん の
･ よ しこ) さ

んだ｡ 芳子さん は避難生活で両親を亡くし､ ひ とりで柴子さん の 隣に

移 っ て きた ｡ ｢ ば ば漫才｣ と冗談を飛ば し互 い を元気づ ける､ 2 人 の

仮設暮ら しが始 ま っ た｡

栄子 さん の信条は､ 食 べる ちの は自分で作る こ と｡ ふ たりで畑を耕

し､ トマ ト､ キ ュ ウリ ､ 芋 ､ 大豆､ 大根 など様 々な作物を収穫する｡

かぶや白菜 の漬物､ お はぎ､ に ん じん の胡麻和え … ｢ おい し いよ｣

と笑顔 で食卓 に手料理を並 べ る ｡ 村の 食文化を途絶え させ たくな い

と､ 昔な が らの 味噌や凍 み餅( し みもち) の作 り方を､ 各地 に出向い

て教 え る よう に もな っ た ｡

飯館村 で は帰村 に向け た 除染作業が行われ て い る ｡ だが高い 放射線

量 ､ 変わ り果 てた風景
‥ ･

｡ ふた り は

監督 の古居みずえ は3 0 年近くパ レスチナ の取材を続 けて い る ｡ 特 に女性や子

ども に焦点をあて ､ 『ガ ー タ パ レスチ ナの詩』『ぽくたちは見た - ガザ ･ サム ニ

家 の子 どもたち - 』 など個 人や家族 に密着 した ドキ ュ メンタリ
ー

映 画を発表

して きた ｡ 本作 で も ､ 故郷を奪われた哀 しみを抱ぇなが ら､ たくま しく生きる

女たちを丁寧に見 つめ て い く ｡

原発事故か ら5 年 ､ 未だに1 0 万 人が避難生活を続 ける｡ 避 難 の長期化 による

孤立や分 断が深 まるなか ､ 私たち に何がで きるの か｡

本作を通 じ､ ともに
`′

これか ら
〝

を

模索 して ほ しい ｡

‥ ;
･･:

‥
こ こ

･

∴
:

･~
.

.

.ご :.
･ := .

･

･ -~ ･ ･ ■

･ ∴ ･: ･ ∴ニ
ー

ー
ざ
･ い ∵ -∴ ∴ √ ･ ∴:‡ミ

ー

･

.

こ さ;ニ
ーー ニニ ∴ -■ゞ戸

一

こご;:
●

･ ∴

･
･

~

ノ
ー

､
･

こ
‥･･
､
~こ

､
∴ ､

･

･ ､

い

･
=

･ ;
≡ご;･ ･

･ ･
･- ･ - -

-
･ 卜 ･

-

; -∴′∴ ヒ･
-

ご
､
; ∴∴ゴ

ー･ ･
.
∴ ミー こ:

_
-
こ∴

●

∴ ∴

主 催 = (公財) せ んだ い男女共同参画財団 企画運営 : 特定非営利活動抵入イ
コ ･

づ レネ ッ ト仙台

聞合せ : 特定非常利活動法人 /で コ 山 ルネ ッ ト仙薗 ( ㈹ 針 路 絡 劇 槻あ 偉腰)
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